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 要 旨   
目的： 

飲酒はある種の発癌と癌死亡と関係しているが、アルコールと総癌死亡との関係に関

する知見は少ない。そこで、この関係を調べた。 
方法： 

ベースライン時に癌の既往がない東フィンランドの 2,627 名の前向き市民コホートの

データを解析した。 
結果： 

20 年の追跡期間の 52,540 人年から 515 例の癌が生じた。飲酒量と癌との間に直線的

な関係が観察された。アルコール消費量の最も多い分位(115g 以上/週)の男性は、年齢・

喫煙・総エネルギー摂取量・心肺機能を調整して、最も少ない分位と比較して癌のリス

クが 42％高く(相対危険度 1.42、95%CI 1.07-1.88、p=0.03)、追跡を始めた 2 年間に診

断された癌を除いても結果は同様であった。１日に 28.2g（中央値）以上の飲酒をする

男性は、それ以下の飲酒者と比較して相対危険度 1.22、95%CI 1.03-1.46、p=0.03 であ

った。 

結論： 

この集団では6.7％の癌が飲酒に起因していた。癌の負荷を減少させるためには、お

そらく今の推奨量を超えた飲酒量の削減を受け入れなければならないだろう。 

 




